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入学式

令和４年度入学式が
東京国際フォーラム（2022.4.6)
和歌山県民文化会館（2022.4.3) で挙行されました。
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ご入学おめでとうございます。

＊大学院　医療保健学研究科　博士課程　　　４名
＊大学院　医療保健学研究科　修士課程　　２５名　
＊大学院　看護学研究科　修士課程　　　　３４名　
＊大学院　千葉看護学研究科　修士課程　　１１名　
＊大学院　和歌山看護学研究科　修士課程       8名

＊医療保健学部　看護学科　　　　　　　１２４名
＊医療保健学部　医療栄養学科　　　　　　６５名
＊医療保健学部　医療情報学科　　　　　　５３名　　
＊東が丘看護学部　看護学科　　　　　　１１６名
＊助産学専攻科　　　　　　　　　　　　　２０名　
＊立川看護学部　看護学科　　　　　　　１１４名
＊千葉看護学部　看護学科　　　　　　　１１０名
＊和歌山看護学部　看護学科　　　　　　　９７名

田村理事長 学友会執行部
馬場さんと瀬尾さんによる司会

亀山学長



船橋キャンパス

国立病院機構キャンパス

　4年生「協働実践演習」の授業では、学生が、多職種に
よる協働を必要とする事例について、多職種カンファレン
スを運営するワークを行います。
　4月は、「協働」とは何か考え、病院、在宅、学校、療養
施設などでの医療職、福祉職、近隣住民が参加する「協
働実践を要する事例」について学びました。また、「医療
チームではリーダーにならないといけないと思っています」
などと書かれた名刺から、その名刺がどの職種なのかを当
てるゲーム形式の演習と市民に医療職を紹介する内容を
考えるワークを行いました。　5月からの領域別実習で実
際の協働実践に参加したのち、9月には、複数の職種の協
働が必須となる事例について、どのような職種が、どのよう
に協働するとよいか考えます。全員がいずれかの職種にな
りきり、議事事項書を作成して、多職種カンファレンスの
ロールプレイを行います。各自で議事要旨も作成します。こ
れらのアクティブ・ラーニングを通して、「協働実践」するた
めの自己課題を省察していきます。

模擬多職種カンファレンスの運営を通して協働を学んでいます

　国立病院機構キャンパスは、渋谷から電車で7分の駒沢大学
駅からキャンパスまで歩いて10分という好アクセス。キャンパス
は緑に囲まれた東京医療センターの広大な敷地の中にあり、目
の前には駒沢オリンピック公園とおしゃれなカフェがたくさんあり
ます。病院実習の施設である東京医療センターには学校から病
院をつなぐ渡り廊下があるため雨の日でも雨にぬれずに実習に
向かうことができます。食堂ではリーズナブルな価格で品揃え多
数のお弁当が販売されています。

国立病院機構キャンパス紹介

まずはグループでチームビルディング

名刺交換ゲームで職種を当てます
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国立病院機構立川キャンパス

雄湊キャンパス・日赤和歌山医療センターキャンパス

　4月21日（木）・26日（火）両日（5限目）、新型コロナウイル
ス感染症対策を万全に講じた上で、 今年度初めてとなるコン
タクトグループミーティングが行われました。
　10グループ（240名）/日で、2日間に分かれて、教室およ
び体育館で実施しました。立川看護学部では、学生一人一人

が4年間、楽しく豊かな学生生活を送ることができるように年2
回開催しています。各学年の学生と教育職員の間で相互の
交流、情報交換を目的として行っています。新入生にとって
は、各学年の垣根を超えた楽しい雰囲気のなかで、貴重な話
を聞くことができる良い機会となりました。 

コンタクトグループミーティングを開催しました！！　

　日赤和歌山医療センターキャンパスでは2022年4月から
和歌山助産学専攻科が開設し、新入生8名を迎えました。新
入生交流会の際に専攻科生全員で和歌山城へお花見に行
き、すっかり打ち解けた皆さん。今は助産師に必要な知識と技
術を習得する為に、講義や演習、予習復習も含めて一緒に勉
強に励んでいます。1年間という短い期間ですが、立派な助産
師を目指してがんばってください！ 皆さんの成長を楽しみにして
います。

和歌山助産学専攻科が開設されました！



新入生

五反田キャンパス
Tokyo Health Care University Campus Activity

　医療保健学部看護学科では、4年生を
対象に、初めての試みとして、4月1 5日
（金）2限目にオンラインにて「採用面接に
活かす準備講座」を開催しました。第1部と
して、看護学科卒業生の採用面接での好
印象のポイント／やってしまいがちなNGポ
イントを具体的にあげ、さらに、一方的では
なく、相互交流的に自己表現し、面接をす
すめるためのアサーションについてのコツを
学びました。第2部はより具体的に、アサー
ションを意識した模擬面接を就職対策委員
の教員、学生支援センターのスタッフで学
生役、面接官役としてデモストレーションし
ました。模擬面接終了後は質疑応答の時
間を設け、学生からの質問に回答しました。
当日は、70名以上の学生と数名の教員の
参加があり、とても実りある講座となりまし
た。

「採用面接に活かす準備講座」を開催しました

新入生合同研修を開催しました。

　３年ぶりとなる新入生合同研修を５月５日(木)及び５月６日
(金)の２日間、国立オリンピック記念青少年総合センターにお
いて実施しました。新型コロナウイルス感染症の感染が続く中
での開催ということもあり、今年度は宿泊をせず、首都圏４学部
の新入生を２グループに分けて日帰りで2日間行い、また和歌
山看護学部は５月6日に和歌山にて別途での実施としました。

　大学教育および医療・医学に関する全体講義として、田村
哲夫理事長、亀山周二学長の講話、学外の専門講師によるコ
ミュニケーション研修、学友会の活動紹介を行いました。
　コミュニケーション研修では、４学部混合の初対面の学生と
のグループワークに皆、最初は緊張の面持ちでしたが、講座終
盤には連絡先を交換し合うなど、良い交友関係のきっかけとな
る、思い出のイベントとなりました。




